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　４月30日（水）に「ウォーキングデー・春の大和川をお散歩」に同行しました。
　今月は40人近くの方が参加され、大和川から葛下川の堤防沿いを歩いて、王寺町の達磨寺
を目指すコースでした。
　当日は、少し汗ばむ陽気で気候も良く、頑張ってウォーキングを終えた時のみなさんは、本
当に気持ちよさそうな表情をされていました。
　普段から見慣れた風景でも、電車や車から見るのとは、また違った雰囲気が感じられると思
います。まだ参加された事のない方も、ぜひ一度、「ウォーキングデー」に参加されてみては
いかがでしょうか。
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「
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

は
す
べ
て
の
住
民
の
願
い
で
す
。

　

三
郷
町
が
、
よ
り
一
層
「
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
警
察
や
行
政
の
力
だ
け
で
な
く
、

住
民
の
み
な
さ
ん
が
「
自
分
た
ち
の
安
全

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
観
点
か
ら

自
主
防
犯
活
動
へ
参
加
し
、
防
犯
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
三
郷
町
で
は
町
全
体
の
防
犯

意
識
を
高
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

自
主
防
犯
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
年
度
か
ら
自

主
防
犯
組
織
に
対
す
る
補
助
を
開
始
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

● 

補
助
対
象
団
体

　

10
人
以
上
の
町
内
在
住
者
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
町
内
に
お
い
て
自
主
的
か
つ
継
続

的
に
地
域
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や

通
学
路
に
お
け
る
安
全
指
導
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
地
域
の
防

犯
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
。

● 

補
助
対
象
経
費（
主
な
も
の
）

　

パ
ト
ロ
ー
ル
・
見
守
り
活
動
に
要
す
る

経
費
や
研
修
・
啓
発
活
動
に
要
す
る
経
費
。

● 

補
助
内
容

・
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

・�

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
で
活
動
を
行
っ
た
経
費
と

し
て
１
自
主
防
犯
組
織
に
つ
き
１
万
円

※�

１
自
主
防
犯
組
織
に
対
す
る
補
助
は
、

１
会
計
年
度
に
つ
き
１
回
ま
で
。
補
助

限
度
額
は
、
す
べ
て
の
経
費
を
合
計
し

て
５
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

● 

申
請
に
必
要
な
主
な
も
の

・
事
業
計
画
書

・
団
体
構
成
員
名
簿

・�

見
積
書（
写
）そ
の
他
補
助
対
象
経
費
の

内
容
が
確
認
で
き
る
書
類

● 

補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

⃝
�

補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ

け
ま
す
。
申
請
や
内
容
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
環
境
政
策
課
ま
で
。

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
る
人
が

い
て
、そ
の
煙
が
臭
く
て
困
っ
て
い
ま
す
」

「
野
焼
き
を
し
て
い
る
人
が
い
て
、
洗
濯

物
を
外
に
干
せ
な
い
」と
い
っ
た
苦
情
が
、

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
、
煙
や
悪
臭
に
よ
る

住
民
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪

化
を
招
く
だ
け
で
な
く
、
毒
性
の
強
い
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
発
生
や
、
火
災
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

●�

家
庭
か
ら
発
生
し
た
ご

み
な
ど
の
焼
却
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
は
…

①�

庭
先
な
ど
で
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
で

囲
い
を
作
り
ご
み
を
燃
や
す
。

②
畑
に
穴
を
掘
っ
て
ご
み
を
焼
却
す
る
。

③�

国
の
定
め
る
構
造
基
準
に
合
致
し
な
い

焼
却
炉
で
ご
み
を
焼
却
す
る
。

※�

廃
タ
イ
ヤ
や
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
焼
却
は
、
悪
臭
な
ど
の
発

生
が
著
し
い
の
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

～�
み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
「
三
郷
」
～�

野
焼
き

（
野
外
焼
却
）は

法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

6
月
は
環
境
月
間
で
す

自
主
防
犯
組
織
へ
の

　
　
補
助
制
度
を

　
　
　
　
活
用
く
だ
さ
い

自
主
防
犯
組
織
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近
年
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
が
全
国
的

に
増
加
し
、
三
郷
町
に
お
い
て
も
管
理
さ

れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
が

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

管
理
が
行
き
届
か
な
い
空
き
家
が
増
え

る
と
、
防
犯
面
や
防
災
面
な
ど
で
、
周
辺

住
民
の
生
活
環
境
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
三
郷
町
で
は
町
内
の
空
き
家

を
活
用
す
る
と
共
に
住
環
境
を
整
備
し
、

定
住
促
進
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
空
き
家
の
改
修
工
事
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

● 

補
助
金
交
付
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
さ
れ
る
方

・�
町
内
に
所
在
す
る
空
き
家
を
購
入
さ
れ

た
方
で
20
歳
以
上
の
方

・�

こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら

５
年
以
上
定
住
さ
れ
る
予
定
の
方

・�

国
、
県
ま
た
は
町
の
制
度
に
よ
る
当
該

空
き
家
に
か
か
る
他
の
補
助
金
等
を
受

け
て
い
な
い
方

● 

補
助
金
交
付
対
象
と
な
る
空
き
家

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
空
き
家

・�

昭
和
56
年
６
月
以
降
に
建
築
さ
れ
た
も

の
・
建
築
後
10
年
以
上
経
過
し
た
も
の

・
１
年
以
上
人
が
使
用
し
て
い
な
い
も
の

● 

補
助
対
象
経
費（
主
な
も
の
）

・
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

・�

台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
等
の

改
修
工
事

・
内
装
、
屋
根
、
外
壁
等
の
改
修
工
事

● 

補
助
金
額（
限
度
額
50
万
円
）

　

交
付
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

● 

申
請
に
必
要
な
主
な
も
の

・
補
助
対
象
空
き
家
の
位
置
図

・�

補
助
対
象
空
き
家
の
売
買
契
約
書
お
よ

び
領
収
書（
写
）

・
居
住
者
全
員
の
住
民
票

・�

改
修
工
事
を
行
う
箇
所
お
よ
び
内
容
の

詳
細
が
わ
か
る
書
類

・
改
修
工
事
を
行
う
箇
所
の
現
況
写
真

・
改
修
工
事
費
用
に
か
か
る
見
積
書（
写
）

・
補
助
対
象
空
き
家
の
登
記
事
項
証
明
書

● 

補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

⃝
�

補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ

け
ま
す
。
交
付
申
請
や
お
問
い
合
わ
せ

は
、
環
境
政
策
課
ま
で
。

●
焼
却
が
認
め
ら
れ
て

　
い
る
例
は
…

　

次
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
例
外
と
し
て

生
活
環
境
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
必
要
最

低
限
の
焼
却
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ご
近
所
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め

に
廃
棄
物
の
焼
却
が
必
要
な
場
合
。

・�

宗
教
上
な
ど
の
行
事
を
行
う
た
め
に
焼

却
が
必
要
な
場
合（
ど
ん
ど
焼
き
等
）。�

・�

農
業
や
林
業
、
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
。

・�

落
ち
葉
た
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
の
軽
微
な
も
の
。

●
野
焼
き
に
は

罰
則
が
あ
り
ま
す

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
、
行
為
者
は
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。　
（
廃
掃
法
第
二
十
五
条
第
一
項
）

　

ご
み
は
家
庭
で
は
焼
却
せ
ず
、
今
後
も

ご
み
の
分
別
・
資
源
化
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
（
環
境
政
策
課
）

～�
空
き
家
の
有
効
活
用
を

　
　
　
　
　
　
　
応
援
し
ま
す
！�

～

空
き
家
の
改
修
費
用
を

　
　
　
一
部
補
助
し
ま
す

補
助
金
交
付
申
請
者
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　本町では、町の財政がどのように運営されているかを町民のみなさんに知っていただくため、毎年６
月および12月に財政状況を公表しています。今回は、平成25年度上半期（平成25年４月～平成25年
９月）の収支状況に下半期（平成25年10月～平成26年３月）の収支状況を加えた数値をお知らせし
ます。（公表数値は、平成26年３月末現在のものです。）

支出済額　66億220万円（執行率69.2％） 収入済額　76億3,760万円（執行率80.1％）

●水道事業会計執行状況

●特別会計執行状況 ●基金の現在高

項　目 予算額 収入支出済額 執行率

収益的 収入 5億7,034万円 5億8,693万円 102.9%
支出 5億6,822万円 5億5,119万円 97.0%

資本的 収入 7,545万円 9,466万円 125.5%
支出 1億9,240万円 1億5,213万円 79.1%

会　計　名 予　算　額 収入済額 支出済額
住宅新築資金等貸付事業 2億8,746万円 3,145万円 2億8,745万円
し 尿 浄 化 槽 管 理 6,865万円 475万円 6,343万円
下 水 道 事 業 7億9,118万円 2億7,429万円 5億4,840万円
国 民 健 康 保 険 25億9,220万円 21億2,298万円 23億2,584万円
介 護 保 険 事 業 15億8,165万円 12億3,011万円 14億0,379万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億8,696万円 2億1,392万円 2億3,996万円
公共用地先行取得事業 7,923万円 518万円 7,263万円
勢野北部用地整理事業 6億3,740万円 6億6,505万円 3,008万円

合　　計 63億2,473万円 45億4,773万円 49億7,158万円

●町債の残高
会　計　名 ₃月末残高

一　 般　 会　 計 48億2,316万円
住宅新築資金等貸付事業 1億0,058万円
公共用地先行取得事業 7,150万円
下 水 道 事 業 41億5,195万円
水　 道　 事　 業 4億3,812万円

合　　計 95億8,531万円

基金の名称 ₃月末現在高
財 政 調 整 基 金 21億1,725万円
ふ る さ と 基 金 7,584万円
地 域 振 興 基 金 1億9,528万円
社 会 福 祉 振 興 基 金 3,431万円
観 光 施 設 整 備 基 金 1,333万円
国 民 健 康 保 険 基 金 1億0,447万円
介 護 保 険 基 金 1億1,089万円
土 地 開 発 基 金 2億4,449万円
都 市 計 画 基 金 50万円
育 英 振 興 基 金 793万円
下水処理施設管理基金 4億2,879万円

合　　計 33億3,308万円

※�町債の償還に際し
ては、地方交付税
により一部補てん
されるほか、財政
の硬直化を防ぐた
め、計画的な運用
に努めています。

平成25年度下半期 財政状況財政状況財政状況財政状況

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

1億761万円
1億618万円

24億2,641万円

14億4,691万円

22億4,429万円

18億3,826万円7億7,453万円
6億4,979万円

2,454万円
2,327万円
2,529万円
2,004万円

18億4,770万円
8億284万円

5億3,289万円
2億8,875万円

9億127万円
7億8,804万円

6億4,269万円
6億3,785万円

1,368万円
27万円

予算現額
支出済額

町　税

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

町　債

その他

20億8,988万円
1億3,088万円
1億1,758万円

2億5,574万円
2億2,971万円

11億8,160万円
9億6,746万円

4億4,629万円
1億9,569万円

7億3,289万円
0円

10億4,928万円
10億4,928万円

1億9,683万円
1億8,754万円

10億620万円
7,530万円

3億11万円
3億6,190万円

予算現額
収入済額

20億8,116万円

23億6,326万円
21億5,992万円

一般会計予算額 95億4,090万円
（企画財政課）
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近
頃
、
三
郷
町
内
で
も
水
質
検
査
等
を
装
っ
て
突
然
家
庭
を
訪
問
し
、
検
査
料
を
求
め
ら

れ
た
り
、
高
額
な
浄
水
器
の
売
り
つ
け
や
水
道
管
の
洗
浄
等
を
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
な
ど
の

事
例
が
あ
り
、
相
談
や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●�

ポ
イ
ン
ト
‼

・�

水
道
水
は
殺
菌
処
理
を
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
塩
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
業
者
が
薬
品

を
入
れ
検
査
し
「
色
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
塩
素
に
反
応
し
て
色
が
変
わ
る
薬
品

を
使
用
し
て
い
る
た
め
で
、
水
が
汚
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

水
道
課
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
調
査
依
頼
が
な
い
の
に
、
水
質
検
査
を
行
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
「
水
道
課
に
電
話
し
て
確
認
し
ま
す
」

と
告
げ
て
調
査
員
を
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

水
道
水
に
異
常
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
場
合
に
は
「
異
常
が
あ
る
な
ら
水
道
課
に
相
談
し
ま

す
」
と
告
げ
て
浄
水
器
の
購
入
、
契
約
や
代
金
の
支
払
い
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●�

万
一
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
町
や
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
水
道
課
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
依
頼
の
な
い
水
質
検
査
や
水
圧
検
査

・
水
道
メ
ー
タ
ー
や
給
水
装
置
の
点
検
を
行
っ
て
お
金
を
い
た
だ
く
こ
と

・
水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
て
お
金
を
い
た
だ
く
こ
と

・�

浄
水
器
の
訪
問
販
売
や
レ
ン
タ
ル
、
蛇
口
な
ど
の
器
具
類
の
斡
旋
を

行
っ
て
お
金
を
い
た
だ
く
こ
と

◎�

不
審
に
思
わ
れ
た
ら
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
水
道
課
（
☎
43
︱

７
３
６
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
（
水
道
課
）

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め�

の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地�

方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
制�

定
に
伴
い
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
の
10
年
間
に
限
り
、
町
民
税
・�

県
民
税
の
均
等
割
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
（
合
計
で
１
，
０
０

０
円
加
算
）。

　

な
お
、こ
れ
ら
の
加
算
分
に
つ
い
て
は
、�

奈
良
県
や
町
が
行
う
防
災
の
た
め
の
施
策�

に
要
す
る
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。�

検査項目 《水質基準値》 《検査結果》
臭気 異常でないこと 異常なし
ｐＨ値 5.8以上～8.6以下 7.3
色度 5.0度以下 0.5未満
濁度 2.0度以下 0.1未満

硝酸態窒素及び
亜硝酸態窒素 10.0mg/ℓ以下 0.36

塩化物イオン 200mg/ℓ以下 11
有機物（全有機炭
素 (TOC) の値） 3.0mg/ℓ以下 1.1

一般細菌数 100個 /mℓ以下 0
大腸菌群 検出されないこと 検出しない

残留塩素（mg/ℓ） － 0.8

採
水
場
所　
　

信
貴
ケ
丘
浄
水
場

採
水
年
月
日　
平
成
26
年
３
月
4
日

判　
定　

�
右
記
水
質
項
目
に
つ
い
て
は
、

水
質
基
準
に
適
合
す
る
。

※�

西
和
衛
生
試
験
セ
ン
タ
ー
で
検
査
の
結

果
、飲
料
水
と
し
て
適
合
し
て
い
ま
す
。

◆�

水
質
検
査
結
果
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す

今年の
スローガン

『
お
い
し
い
な　
だ
い
じ
な
お
水

　
ご
く
ご
く
り
』

～平成25年度 平成26～
35年度

町 民 税 の
均 等 割 額 3,000円 3,500円

県 民 税 の
均 等 割 額
（県民税のうち
500円は奈良県
森林環境税）

1,500円 2,000円

均等割額の合計 4,500円 5,500円

個
人
住
民
税

均
等
割
額
が

変
わ
り
ま
す�

　
（
税
務
課
）

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！
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『
ゾ
ー
ン
30
の
運
用
開
始
』

　

４
月
24
日（
木
）に
、
西
和
警
察
署
長
、
森
町
長
を
は
じ
め
、
西
和
地
区

安
全
運
転
管
理
者
協
会
や
自
治
会
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
、
通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
『
ソ
ー
ン
30
』
の

案
内
文
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
『
ゾ
ー
ン
30
』
と
は
、
生
活
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
一
定
の

区
域
（
ゾ
ー
ン
）
の
道
路
に
最
高
速
度
30
㎞
／
ｈ
の
規
制
を
行
い
、ま
た
、

路
面
標
示
等
を
整
備
す
る
こ
と
で
車
の
通
り
抜
け
や
ス
ピ
ー
ド
の
抑
制
を

図
る
も
の
で
す
。

　

本
年
３
月
31
日
よ
り
、
三
郷
町
の
東
信
貴
ケ
丘
地
区
全
域
（
１
～
３
丁

目
）
に
お
い
て
規
制
を
開
始
し
て
お
り
、
規
制
区
域
は
左
記
区
域
図
の
グ

レ
ー
に
着
色
さ
れ
た
範
囲
で
す
（
西
和
警
察
署
管
内
で
は
初
め
て
の
運
用

と
な
り
ま
す
）。

　

規
制
区
域
へ
の
進
入
路
に
は
、
全
て
規
制
標
識
や
啓
発
看
板
、
路
面
標

示
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

規
制
区
域
に
限
ら
ず
、
住
宅
地
内
の
生
活
道
路
は
な
る
べ
く
車
の
通
り

抜
け
を
控
え
、
通
行
す
る
際
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。
生
活
道

路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
和
地
区
高
齢
者
自
転
車
大
会
で

特
別
賞
を
受
賞
！

　

４
月
13
日（
日
）に
、
斑
鳩
町
中
央
公
民
会
館
で
、「
西
和

地
区
高
齢
者
自
転
車
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
の
講
習
や
模
擬
信
号
機
・
標

識
を
設
置
し
た
コ
ー
ス
を
走
行
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
の
方
の
運
転
技
術
の
向
上
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
郷
町
か
ら
は
４
人
の
方
が
出
場
さ
れ
、
学
科
テ
ス
ト
・

技
能
テ
ス
ト
の
合
計
点
数
で
競
い
、
大
会
に
参
加
さ
れ
た

チ
ー
ム
の
中
で
選
手
の
合
計
年
齢
が
高
い
チ
ー
ム
と
し
て
特

別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

先
ご
ろ
、
内
閣
府
が
２
０
１
３
年
度
の
家
電
製
品
の
世
帯
普
及
状
況
の
調
査

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
普
及
率
が
93
．２
％
、こ
の
う
ち
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
は
54
．７
％
と
、
携
帯
の
半
分
以
上
は
ス
マ
ホ
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の
普
及
率
も
20
．９
％
と
な
り
、

こ
れ
ら
の
情
報
端
末
機
が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
一
方
で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
（
ア
プ
リ
）
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か

ら
ス
マ
ホ
の
利
用
ル
ー
ル
を
家
庭
内
で
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

１
．
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
（
フ
リ
マ
ア
プ
リ
）

•
�

娘
が
ス
マ
ホ
で
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
1
か
月
で
５
０
０
点

以
上
、
合
計
約
３
０
０
万
円
の
商
品
を
購
入
し
て
い
た
。
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
財
布
か
ら
抜
き
出
し
カ
ー
ド
番
号
等
を
入
力
し
て
支
払
っ
て
い

た
。

•
�

ス
マ
ホ
の
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
「
新
品
。
未
使
用
で
タ
グ
付
き
」
と
表
示
さ
れ

て
い
た
洋
服
を
定
価
の
半
額
で
購
入
し
た
。
し
か
し
、
届
い
た
商
品
は
破
れ

も
あ
り
、
ど
う
見
て
も
中
古
品
で
、
服
に
取
り
付
け
ら
れ
た
タ
グ
は
実
物
と

素
材
も
サ
イ
ズ
も
異
な
っ
て
い
た
。

➡
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

フ
リ
マ
ア
プ
リ
は
、
実
際
の
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
よ
う
に
手
軽
に
利

用
で
き
る
た
め
若
い
世
代
を
中
心
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
代
金
の
や
り
取
り
は

個
人
間
で
は
な
く
運
営
会
社
を
通
し
て
行
わ
れ
、
商
品
が
買
い
手
に
到
着
し
た

後
に
出
品
者
に
運
営
会
社
か
ら
代
金
が
支
払
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
簡
単
に
商
品
購
入
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

想
像
以
上
に
高
額
な
買
い
物
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
も
、
運
営
会
社
の
規
約
に
規
定
が
な
け
れ
ば
解
決
は
個
人
間
の

話
し
合
い
に
委
ね
ら
れ
、
返
金
等
が
困
難
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
フ
リ
マ

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
際
は
、
規
約
等
を
よ
く
読
み
、
理
解
し
た
う
え

で
慎
重
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

く
ら
し
に
役
立
つ
生
活
情
報

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
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『
信
貴
山
下
駅
前
に
新
し
い
憩
い
の
場
』

　

信
貴
山
下
駅
前
の
高
架

下
に
人
工
芝
を
敷
き
、
新

し
い
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
が

誕
生
し
ま
し
た
。
お
子
さ

ん
の
遊
び
場
、
保
護
者
の

方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い
日

に
は
「
日
陰
で
一
休
み
」

の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

２
．
位
置
情
報
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

•
�

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
て
写
真
を
送
っ
て

し
ま
っ
た
。
す
る
と
、「
自
宅
の
特
定
が
で
き
た
か
ら
住
所
や
電
話
番
号
を

ネ
ッ
ト
に
公
開
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。
相
手
方
に
は
自
分
の
個
人
情
報
が
分

か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
な
い
か
心
配
だ
。

➡
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

ス
マ
ホ
の
位
置
情
報
を
オ
ン
に
し
た
状
態
で
撮
影
し
た
写
真
に
は
、
位
置
情

報
が
記
録
さ
れ
、
ど
こ
で
撮
影
し
た
写
真
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
写
真
を
メ
ー
ル
で
送
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
れ
ば
、
自
分
の
行

動
や
自
宅
の
お
お
よ
そ
の
場
所
等
が
見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
に
知
ら
れ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
る
前
に
は
、
位
置
情
報
の
設
定
を
オ
フ

に
し
、
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
側
に
い
る
見
え
な
い
相
手
は
、
身
近
な
友
達
と
は
違

う
こ
と
を
意
識
し
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
写
真
の
交
換
を
安
易
に
行
う
こ
と

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

３
．
無
料
ゲ
ー
ム

•
�

ス
マ
ホ
で
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
登
録
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
よ
り
有
利

に
進
め
よ
う
と
、
ア
イ
テ
ム
が
有
料
で
あ
る
こ
と
を
気
付
か
ず
に
、
色
々
な

ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。
無
料
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
高
額
の

料
金
を
請
求
さ
れ
、
驚
い
た
。

➡
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

無
料
ゲ
ー
ム
は
「
無
料
で●

●も
遊
べ
る
」
で
あ
っ
て
「
全
て
が
無
料
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
体
力
回
復
や
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
な
ど
は
有
料
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
多
数
購
入
し
て
し
ま
い
、
予
想
外
の
課

金
が
発
生
し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
の
内
容
や
利
用
規
約
を
よ
く
読
む
、
課
金

対
象
を
確
認
す
る
、
操
作
中
に
ス
マ
ホ
の
暗
証
番
号
入
力
が
求
め
ら
れ
た
ら
注

意
す
る
、
な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
の
ご
相
談
は

と　
き　
水
曜
日　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

第
４
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
役
場
２
階
・
住
民
相
談
室

相
談
員　
宝ほ

う

持じ　

義
昭

ドライバーの皆様へ
★ゾーン内は最高速度30㎞／ｈを遵守しましょう。
★ゾーン内の車の通り抜けは控えましょう
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　７月は「差別
をなくす強調月
間」です。今年
も「差別をなく
す町民集会」を
開催します。

差別をなくす町民集会

　

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
全
般
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
次
の
と
お
り
無
料
・
秘
密
厳
守
で
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
23
日（
月
）～
29
日（
日
）

　
　
　
　

平　

日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　

土
・
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

☎
０
１
２
０
︱
０
０
７
︱
１
１
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
、
Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

対　
象　
県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
及
び
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

　
　

�

詳
し
く
は
、「
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
（
☎
０
７
４
２
︱
23
︱

５
４
５
７
）」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
の
実
施

　

本
年
６
月
以
降
も
児
童
手
当
を
受
け
取
る
に
は
、

所
得
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届
を
提
出

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
が
必
要
な
方
】

・�

本
年
５
月
31
日
時
点
で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
本
年
５
月
31
日
時
点
で
児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
６
月
上
旬
に
支
払
通
知
書
と

と
も
に
、
現
況
届
の
用
紙
を
発
送
予
定
で
す
。

　

６
月
30
日（
月
）ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月

分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

本
年
５
月
中
に
出
生
・
転
入
さ
れ
、
新
規
認
定
請

求
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
手
続
き
が
不
要
で
す

が
、
増
額
・
減
額
に
伴
い
額
改
定
請
求
書
を
提
出

さ
れ
た
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
提
出
書
類
】

・
現
況
届　

・
印
鑑

・�

請
求
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写
し
（
請
求
者
本

人
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
場
合
）

・
平
成
26
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

　
（
本
年
１
月
１
日
現
在
、
三
郷
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
た
方
は
不
要
で
す
）

※�

総
所
得
額
、
扶
養
親
族
の
人
数
、
各
種
所
得
控
除

額
及
び
市
区
町
村
民
税
所
得
割
額
の
記
載
の
あ
る

も
の
。
本
年
１
月
１
日
現
在
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
た
市
町
村
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
福
祉
政
策
課
）

児
童
手
当
の
現
況
届
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

と　き　７月12日（土）午後１時30分～
ところ　文化センター・文化ホール

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
喜

び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
係
な

く
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
、
平
成
11
年
６
月
23
日
に
「
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
男
女
共
同
参
画
基
本
法
の
目
的
・
理

念
に
関
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
と
毎
年
６
月

23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
は
「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度　
男
女
共
同
参
画
週
間
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

●人権施策課　役場３階
　　☎４３－７３１５

●ふれあい交流センター・児童館
　　〒636-0821　三郷町立野北1丁目36番39号
　　☎３２－２１１２（代表）　FAX　３２－２３６６

みんなの権利　「人権」を大切に…

ふれあい交流センター
児 童 館
ふれあい交流センター
児 童 館
ふれあい交流センター
児 童 館
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♪とらいあんぐる♪
～�男女共同参画を目指して�～

男女共同参画社会とは…
　男女共同参画社会とは？…男性と女性が対等で活躍す
る社会のことをいいます。しかし、これは男性と女性の
体の特性を無視してすべてを平等にする、という意味で
はありません。「男性は仕事」「女性は家庭」というよう
な役割分担に縛られることなく、個々の能力を生かし、
互いに尊重し合い、活躍する社会を示します。
　そこで、あなたの男女共同参画度をチェックしましょ
う！

（三郷町男女共同参画推進会議）

あなたの男女共同参画度チェック
Yes，Noの質問に答えて、自分の男女共同参画度をチェックしてみましょう♪

県女性支援課作成　共に学ぼう「男女共同参画社会」って？より

Ⓡ

9



避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

　

災
害
発
生
時
や
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
、
自
ら
の
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
難
し
い
方
で
、
避
難
す
る
際
に
特

に
支
援
を
要
す
る
方
を
い
い
ま
す
。

　

三
郷
町
で
は
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま

る
方
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
定
め
、
名

簿
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
単
身
老
人

②
75
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯

③�

要
介
護
認
定
３
～
５
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方

④�

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
お
り
、

次
の
障
が
い
を
有
す
る
方

　

・
下
肢
機
能
障
害
1
・
2
級

　

・
体
幹
機
能
障
害
1
・
2
級

　

・
運
動
、
移
動
機
能
障
害
1
・
2
級

　

・
視
覚
障
害
1
・
2
級

　

・
聴
覚
障
害
2
級

⑤�

療
育
手
帳
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
を
所
持
す

る
方

⑥�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
を
所

持
す
る
方

⑦�

右
記
以
外
で
本
人
が
名
簿
へ
の
登
載
を

希
望
し
、
町
ま
た
は
自
治
会
等
が
支
援

の
必
要
を
認
め
た
方

※�

町
が
作
成
す
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
、
発

生
す
る
恐
れ
が
高
い
と
き
の
み
開
示
し

ま
す
。
た
だ
し
、
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち
本
人

の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
は
、
地
域
の
助

け
合
い
に
よ
っ
て
少
し
で
も
被
害
を
減

ら
す
た
め
、
平
常
時
か
ら
警
察
・
消
防
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員
・
自
主

防
災
組
織
等
に
、
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

注
意
事
項

　

災
害
時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
避
難
支

援
を
す
る
方
も
被
害
に
遭
わ
れ
て
、
支
援

が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意
さ
れ
た
避

難
行
動
要
支
援
者
の
方
で
あ
っ
て
も
、
必

ず
支
援
を
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

心
構
え
と
備
え
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
み
な
さ
ん
へ

～
個
人
情
報
の
提
供
へ
の
同
意
を

お
願
い
し
ま
す
～

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
み
な
さ
ん

の
生
命
・
身
体
を
、
周
り
の
み
ん
な
で
可

能
な
限
り
守
る
た
め
、
個
人
情
報
を
自
主

防
災
組
織
等
へ
提
供
す
る
こ
と
へ
の
同
意

を
確
認
し
ま
す
。
提
供
先
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
ま
た
個
人
情
報
を
厳
重
に
管
理

で
き
る
こ
と
を
町
が
確
認
で
き
た
団
体
に

し
か
提
供
し
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
へ
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
同

意
の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
説
明
を

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
の
み
な
さ
ん
へ

～
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
～

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
交
通
網
の

寸
断
や
負
傷
者
の
発
生
に
よ
り
、
公
的
機

関
が
直
ぐ
に
救
助
に
行
け
な
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
、
自
力
で
安
全
な
場
所
へ
の
避
難

が
困
難
な
方
は
、
避
難
が
遅
れ
て
孤
立
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
、

地
域
で
支
え
あ
う
「
共
助
」
に
よ
る
避
難

支
援
が
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
に
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
か
ら
は
、

組
織
や
活
動
に
対
す
る
助
言
や
、
資
機
材

購
入
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
総
務
課(

☎
43
︱
７
３
１
１)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す 

●

　

災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、市
町
村
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
と
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
三
郷
町

で
も
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
ま
す
。

対象者 同意の確認方法 問い合わせ先

①～③
の方

民生児童委員が個別に訪問
します。
（５月下旬にあらかじめ申請
書を送付しております）

健　康　課
43－7323

④～⑥
の方 役場から書類を郵送します。 福祉政策課

43－7322

⑦の方
役場窓口までお越しいただ
くか、書類を送付してほし
い旨をご連絡ください。

総　務　課
43－7311

　

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
、
町
内
の
防
災

行
政
無
線
設
備
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
更
新

し
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ス
ピ
ー
カ
ー

位
置
を
再
検
討
し
、
無
線
の
放
送
が
聴
こ

え
に
く
い
・
判
別
し
に
く
い
状
況
の
改
善

を
図
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
公
園
等
で

電
柱
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を
更
新
す
る
工
事
を

行
い
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
防
災
行
政
無
線
設
備
を

　

デ
ジ
タ
ル
方
式
に

　
　
　
　
　
　

更
新
し
ま
す
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三
郷
町
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
au
・

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
と
契
約
し
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
受
信
の
設
定
を
し
て

お
け
ば
、
三
郷
町
の
町
域
に
滞
在
す
る
方

に
対
し
て
災
害
に
関
す
る
緊
急
情
報
が
配

信
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
町
か
ら
配
信

さ
れ
る
情
報
は
「
避
難
準
備
情
報
」「
避

難
勧
告
」「
避
難
指
示
」「
そ
の
他
緊
急
か

つ
重
要
な
情
報
」
で
す
。
受
信
料
及
び
情

報
料
は
無
料
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
設
定
方
法
に
つ
い
て

は
、
各
携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

三
郷
町
の
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険

税
は
、
広
域
化
に
向
け
資
産
割
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や

基
金
の
状
況
を
考
慮
し
、
医
療
分
の
均
等

割
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
険
税

負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
及
び
介
護
分
の
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
保
険
課
）

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の

　
　

運
用
を
開
始
し
ま
し
た

　
「
王
寺
町
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
７
月
１
日
か
ら
、
久

度
大
橋
を
含
む
王
寺
駅
周
辺
が｢

路
上
喫

煙
禁
止
地
区｣

に
指
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
禁
止
地
区
内
で
の
喫
煙
は
終
日
禁

止
と
な
り
ま
す
。

　

王
寺
駅
を
ご
利
用
の
際
、
禁
止
地
区
内

で
の
喫
煙
は
指
定
の
場
所
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

王
寺
町
役
場
住
民
課
く
ら
し
と
人
権
係

（
☎
０
７
４
５‒

73‒

２
０
０
１
）

王
寺
駅
周
辺
で
の
路
上

喫
煙
が
禁
止
に
な
り
ま
す

教
科
書
展
示
に
つ
い
て

　

生
駒
郡
教
科
書
セ
ン
タ
ー
を
斑
鳩
町
で

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

ま
で
の
４
年
間
、
小
学
校
で
使
用
す
る
教

科
書
の
見
本
を
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
に
、
左
記
の
場
所
で
展
示
を
し

ま
す
。
生
駒
郡
内
公
立
小
学
校
で
使
用
す

る
教
科
書
は
、
所
定
の
手
続
を
経
て
こ
の

中
か
ら
選
ん
で
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
斑
鳩
町
立
図
書
館

所
在
地　
〒
６
３
６‒

０
１
２
３

　
　
　
　

斑
鳩
町
生
駒
郡
斑
鳩
町
興
留
10

　
　
　
　

丁
目
６‒

43

期　
間　
平
成
26
年
６
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

～
７
月
11
日（
金
）

※�

６
月
12
日（
木
）～
６
月
20
日（
金
）は
蔵

書
点
検
の
た
め
閉
館
と
な
り
、
教
科
書

閲
覧
者
の
み
特
別
入
館
と
な
る
た
め
、

職
員
の
指
示
に
従
っ
て
ご
入
室
く
だ
さ

い
。

開
館
時
間

月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

土
曜
日　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

日
曜
日　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
　

火
曜
日
・
国
民
の
祝
日　

　
　
　
　
　

第
２
木
曜
日（
資
料
整
理
日
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
安
堵
町
教
育
委
員
会

事
務
局
（
教
科
書
採
択
事
務
局
）
ま
で
。

☎
０
７
４
３
―57
―２
０
３
３

国
民
健
康
保
険
税
率
が
変
わ
り
ま
す

用
語
説
明

所
得
割
：
所
得
に
応
じ
て
乗
じ
る
率

資
産
割
：
固
定
資
産
に
応
じ
て
乗
じ
る
率

均
等
割
：
一
人
当
た
り
の
額

平
等
割
：
一
世
帯
当
た
り
の
額

限
度
額
：
一
世
帯
当
た
り
の
賦
課
限
度
額

国民健康保険税率表
区分 平成25年度まで 平成26年度から

医　
療　
分

所得割 8.0% 8.0%

資産割 7.0% 廃止

均等割 27,800円 27,800円

平等割 29,400円 25,800円

限度額 510,000円 510,000円

後
期
高
齢
者

支　
援　
分

所得割 1.5% 1.5%

資産割 4.0% 廃止

均等割 6,300円 6,300円

平等割 6,300円 6,300円

限度額 140,000円 160,000円

介　
護　
分

（
40
歳
～
64
歳
）

所得割 2.0% 2.0%

資産割 4.0% 廃止

均等割 7,000円 7,000円

平等割 7,000円 7,000円

限度額 120,000円 140,000円
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特
定
健
診
に
は
、
集
団
健
診
と
個
別
健

診
が
あ
り
ま
す
。集
団
健
診
と
い
う
の
は
、

左
記
の
日
程
で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
も
の
で
す
。
個
別
健
診
と
い
う
の
は
、

各
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

集
団
健
診
日
程

平
成
26
年
６
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

30
日（
月
）

　
　
　
　

７
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

９
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

25
日（
木
）

　
　
　
　

10
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
11
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

12
月
15
日（
月
）

平
成
27
年
１
月
23
日（
金
）

※�

す
べ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま

す
。
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
前
10
時
ま
で
で
す
。

　

�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と
前
立
腺
が
ん
検

診
も
受
け
ら
れ
ま
す
（
別
途
料
金
が
か

か
り
ま
す
）。

　

�

申
込
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（
☎
43
︱
７
３
２
４
）。

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と

い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？

～
成
人
の
約
８
人
に
１
人
が

慢
性
腎
臓
病　

身
近
な
病
気
で
す
～

　

慢
性
腎
臓
病
と
は
、血
液
検
査
結
果
で
、

eG
F
R

値
の
低
下
や
慢
性
的
に
た
ん
ぱ
く

尿
が
あ
る
な
ど
、
腎
機
能
が
低
下
し
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
の
怖
い
と

こ
ろ
は
、
病
気
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
す
。

　

腎
臓
は
一
度
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

も
と
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
放
置

し
て
お
く
と
、
末
期
腎
不
全
に
陥
り
、
人

工
透
析
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）の
特
徴

・�

末
期
ま
で
症
状
が
な
く
、
検
尿
や
血
液

検
査
で
し
か
わ
か
ら
な
い

・�

か
か
る
と
治
ら
ず
、
早
期
に
発
見
す
れ

ば
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能

　

特
定
健
診
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目

し
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た

健
診
で
す
。
病
院
で
治
療
の
一
環
と
し
て

受
け
る
検
査
は
、
必
ず
し
も
こ
の
特
定
健

診
の
項
目
を
全
て
満
た
し
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
現
在
、
す
で
に
病
院
に
か
か
っ
て
い

る
か
ら
必
要
な
い
」
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
全
身
状
態
の
再
チ
ェ
ッ
ク
も
兼
ね
て

特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
保
険
課
）

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
定
健
診
を
ご
存
知
で
す
か
？

特
定
健
診
と
は
―�

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。

に
ご
加
入
の
方
へ

}
40歳
以上の

特
定
健
診
を

受
診
す
る

に
は
…

①
脂
質
異
常

　

血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
血
管
が
詰
ま
り
、
脳
卒

中
や
心
臓
病
を
引
き
起
こ
す
と
、
寝
た
き

り
や
死
に
至
る
こ
と
も
︱
。

②
肝
機
能
障
害

　

重
症
化
す
る
と
、
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん

の
危
険
性
も
︱
。

③
糖
尿
病

　

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
人
工
透
析
や

失
明
、
足
指
の
切
断
の
危
険
性
も
︱
。

④
腎
機
能
障
害

　

重
症
化
す
る
と
、
腎
不
全
に
な
り
、
人

工
透
析
の
危
険
性
も
︱
。

※�

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
食
生
活
や
運
動
不

足
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
肥
満
傾
向
に

あ
る
方
は
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
な
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

年
々
、
医
療
費
が
増
加
し
、
医
療
保
険

制
度
を
支
え
る
た
め
に
は
保
険
税
の
値
上

げ
も
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
が

予
防
で
き
れ
ば
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の

重
い
病
気
の
発
症
が
減
り
、
医
療
費
の
節

減
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
保
険
税
の
値

上
げ
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40

歳
以
上
の
方
、
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
５
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
特
定
健
診
を
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

※�

社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
前
述
以
外

の
健
康
保
険
に
加

入
中
の
方
は
加
入

さ
れ
て
い
る
健
康

保
険
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
診
す
る
と

こ
ん
な
病
気
の
早
期
発
見
に
!!

　
あ
な
た
が
今
、
大
切
に
し
て
い
る
宝
物
（
コ
ト
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
）
は
な
ん
で
す
か
？

生
き
が
い
は
な
ん
で
す
か
？
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
５
年
後
、
10
年
後

の
こ
と
。
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
自
分
で
い
た
い
で
し
ょ
う
か
？

　
健
康
を
つ
く
り
、
守
る
こ
と
は
、
充
実
し
た
人
生
設
計
を
支
え
る
手
段
の
ひ
と
つ
で

す
。
あ
な
た
も
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

保
険
税
が
安
定
化
し
ま
す
!!
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第
８
回 

三
郷
町
文
化
協
会
ま
つ
り

　

三
郷
町
文
化
協
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

作
品
展
示
と
演
芸
発
表
を
行
い
ま
す
。
日

頃
の
文
化
活
動
の
成
果
を
多
く
の
方
に
ご

覧
頂
き
、
文
化
協
会
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

鑑
賞
は
自
由
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
気
楽
に
芸
術
文
化
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

と　
き　
〈
展
示
〉
６
月
５
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
８
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
　
　
　
〈
演
芸
〉
６
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
〈
展
示
〉
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

展
示
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
〈
演
芸
〉
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
〈
演
芸
〉
文
化
ホ
ー
ル

主　
催　
三
郷
町
文
化
協
会

人
権
学
習
会

　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
生
涯
学

習
５
学
級
と
合
同
の
「
人
権
学
習
会
」
と

し
て
町
民
集
会
に
参
加
し
ま
す
。

⃝

と　
き　
７
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

⃝

と
こ
ろ　

�

文
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー

ル

⃝

講　
師　
医
師　

桑
山　

紀
彦�

氏

⃝

テ
ー
マ　
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
３

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す

　

文
化
セ
ン
タ
ー
・
ロ
ビ
ー
で
毎
月
11
日

に
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
11
日（
水
）に
、「
お
母
さ
ん
の

再
挑
戦
」
を
①
10
時
～
②
13
時
～
③
15
時

～
の
３
度
上
映
し
ま
す
。

内
容　

�

お
母
さ
ん
、“
家
族
の
ふ
れ
あ
い

と
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
”
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
権
問
題
学
習
セ
ミ
ナ
ー

と　
き　
７
月
22
日（
火
）午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
図
書
館
・
視
聴
覚
室

講　
師　
奈
良
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　

事
務
局
次
長　

飯
田　

美
和
さ
ん

テ
ー
マ　

�『
音
』に
の
せ
て

伝
え
た
い
こ
と

※�

参
加
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
を
。

第
三
弾
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ 

参
加
者
募
集
!!

　

キ
ッ
ズ
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
み
ん

な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

と　
き　
６
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）

※
両
日
と
も
二
部
制
。
事
前
申
込
不
要
。

第
一
部　
受
付　

午
前
９
時

　
　

開
始　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

第
二
部　
受
付　

午
前
10
時
30
分

　
　
　
　

開
始　

午
前
11
時
～
正
午

と
こ
ろ　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
Ｆ
・
ア
リ
ー
ナ

内　
容　
教
室
体
験
会

　
　
　
（
ヨ
ガ
・
健
康
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
等
）

参
加
費　

�

２
０
０
円
（
元
気
☆
ひ
ま
わ
り

ク
ラ
ブ
三
郷
会
員
の
方
は
無
料
）

服　
装　
運
動
し
や
す
い
服
装

持
ち
物　
上
履
き
（
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
）

　
　
　
　

水
筒
・
タ
オ
ル
等

主　
催　
元
気
☆
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
三
郷

　
　
今
月
の
婦
人
会
活
動

○
定
例
会

と　
き　
６
月
５
日（
木
）午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

○
三
室
園
買
い
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

と　
き　
６
月
５
日（
木
）午
後
１
時
40
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
前

○
貸
衣
装

　

婦
人
会
会
員
の
方
の
ほ
か
会
員
以
外
の

方
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

連
絡
先　
平
川　

☎
73
︱
２
７
５
０

▶教育総務課（文化センター２階）　☎４３－７３３１

▶生涯学習課（文化センター２階）　☎４３－７３３２

▶スポーツセンター　　　　　　　　☎７３－８３４１ 

▶ウォーターパーク　　　　　　　　☎３４－２３５５

ともに

イキイキ

ともに

イキイキ

ともに

イキイキ〔長寿学級〕軽スポーツ
と　き　６月17日（火）午後１時30分
ところ　スポーツセンター・1階アリーナ

〔くれない学級〕鑑賞教室
と　き　６月10日（火）午前11時
ところ　大和高田　弁天座（大衆演劇）

〔みさと万葉学習会〕現地学習
と　き　６月13日（金）午前７時30分
ところ　岡山県瀬戸内市　方面

〔歴史教室〕現地学習
と　き　６月19日（木）午前8時
ところ　「東寺・無鄰菴（むりんあん）・
　　　　琵琶湖疏水記念館」

〔家庭教育学級〕勉強会
と　き　６月26日（木）午前10時
ところ　文化センター・研修室２

じ

し
き

学
級
に
ご
参さ

ん
加か

を

　

文も

じ字
は
、
わ
た
し
達た

ち

の
世せ

界か
い

を
広ひ

ろ

げ
て

く
れ
ま
す
。
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
漢か

ん

字じ

・
ロ
ー
マ
字じ

。
書か

い
た
り
、
読よ

ん
だ
り
、

話は
な

し
た
り
、
楽た

の

し
く
学が

く
し
ゅ
う習し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
希き

望ぼ
う

の
方か

た

は
、
生

し
ょ
う
が
い
が
く
し
ゅ
う

涯
学
習
課か

ま
で
。
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文
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
使
用

ロ
ザ
ン
の
お
笑
い
課
外
授
業

　

吉
本
興
業
が
誇
る
高
学
歴
漫
才
コ
ン
ビ

の｢

ロ
ザ
ン｣

が
、
学
生
時
代
の
経
験
を

も
と
に
勉
強
の
仕
方
か
ら
進
路
の
考
え
方
、

は
た
ま
た
お
も
し
ろ
雑
学
ま
で
“
楽
し
い

授
業
”
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
学
生
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
方
に
も
オ
ス
ス
メ

で
す
。

出　
演　
ロ
ザ
ン

　
　
　
　
（
菅
広
文
、
宇
治
原
史
規
）

と　
き　
７
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　
三
郷
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　

文
化
ホ
ー
ル

入
場
料

指
定
席　

前
売　

大
人
１
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　

当
日　

大
人
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
８
０
０
円

自
由
席　

前
売
、
当
日
と
も

　
　
　
　
　
　
　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
４
０
０
円

※�

未
就
学
児

の
入
場
は

ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

と　
き　

９
月
６
日（
土
）�
午
後
１
時
30
分
開
場

�
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　
Ｓ
Ｓ
席
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　

Ｓ
席
４
０
０
０
円

主
な
演
奏
曲　
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　

雨
の
御
堂
筋
、
朝
日
の
あ
た
る
家　

他

６
月
16
日（
月
）
午
前
10
時
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
。

　

毎
月
の
初
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌

日
ま
た
は
翌
々
日
）
に
、
受
付
を
行
い
ま
す
。
受
付

は
、午
前
９
時
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
・
研
修
室
１
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
使
用
施
設
及

び
使
用
時
間
を
調
整
し
、
重
複
し
た
場
合
は
当
事
者

間
で
の
話
し
合
い
、
ま
た
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
（
受
付
開
始
か
ら
終
了
ま
で
は
30
分
程
度
か
か
り

ま
す
）。

　

受
付
終
了
後
は
、
使
用
日
の
属
す
る
月
の
３
か
月

前
か
ら
使
用
日
の
前
日
ま
で
随
時
申
込
可
能
で
す

（
文
化
ホ
ー
ル
は
、
６
か
月
前
か
ら
７
日
前
ま
で
随

時
申
込
可
能
）。

文化センター窓口で
チケット好評発売中。

「
進
路
相
談
・
受
験
勉
強
・

　
人
生
相
談
　
ど
ん
と
こ
い
‼
」

生活を　豊かにする　文化情報

文化センター文化センター文化センター
☎72－4461

☆平成２６年９月分の施設使用申請の受付は６月２日（月）
　午前９時から文化センター２階研修室（１）で行います。
※平成２６年１０月分の受付は７月１日（火）です。
☆６月の休館日　２２日（第４日曜日）
※文化センターの施設を使用される場合は、使用日の
　前日までに使用許可申請書を提出してください。
　（文化ホールは使用日の７日前までに）
　　　　　　　　　　　　（公財）三郷町文化振興財団

☆施設使用のお申し込み
　平成24年1月分の施設予約は、10月3日（月）午前9時か
　ら文化センター2階・研修室1で受付します。
☆10月の休館日　10日（月）体育の日
　※文化センター施設を使用される場合は、使用日の前日ま
　でに使用許可申請書を提出してください。
　（文化ホールは使用日の7日前までに）

☆施設使用のお申し込み
　12月分の施設予約は、9月1日（木）午前9時から
　文化センター2階・研修室1で受付します。
☆9月の休館日　19日（祝）　23日（祝）　25日（日）

ホームページ　http://kir021774.kir.jp/alice/
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11
月
16
日（
日
）に
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開

催
す
る
「
さ
ん
ご
う
演
歌
ま
つ
り
２
０
１

４
三
門
忠
司
＆
川
野
夏
美
シ
ョ
ー
」
で
、

あ
な
た
も
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
モ
ニ

タ
ー
付
き
の
カ
ラ
オ
ケ
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

※�

文
化
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る
出
演
申

込
書
に
記
入
の
う
え
、
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上

募
集
人
員　

�

10
人
（
デ
ュ
エ
ッ
ト
及
び
グ

ル
ー
プ
は
不
可
）

参
加
費　

�

７
０
０
０
円
（
出
演
決
定
後

30
日
以
内
に
文
化
セ
ン
タ
ー

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

募
集
期
間　
６
月
４
日（
水
）～
25
日（
水
）

※
６
月
22
日（
日
）の
休
館
日
を
除
き
ま
す
。

　
（
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
出
演

者
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日
時　
７
月
７
日（
月
）午
前
10
時

抽
選
場
所　
文
化
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室
２

※�

代
理
人
に
よ
る
抽
選
は
認
め
ま
す
が
、

欠
席
の
場
合
は
棄
権
と
み
な
し
ま
す
。

特　
　
典　

�

出
演
者
に
は
公
演
チ
ケ
ッ
ト

２
枚
を
進
呈
し
ま
す
。

※�

公
演
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
は
必
ず
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

　

６
月
30
日（
月
）ま
で
に
文
化
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
第
４
日

曜
日
を
除
き
ま
す
）。

　

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

　

※
11
月
30
日（
日
）
開
催
予
定
。

対　
象　
小
学
校
４
年
生
以
上
の
方

定　
員　
ソ
プ
ラ
ノ
30
人
、ア
ル
ト
30
人
、

　
　
　
　

テ
ノ
ー
ル
15
人
、
バ
ス
15
人

総
監
督　
三
原　

剛

参
加
費　
大
人
５
０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
２
０
０
０
円

※
申
込
時
に
参
加
費
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

協
力
金
（
チ
ケ
ッ
ト
負
担
金
）

　
　
　
　

大
人
５
０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
２
０
０
０
円

練
習
期
間　
本
年
７
月
～
11
月
（
予
定
）

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
本
年
12
月

の“
サ
ン
ト
リ
ー
１
万
人
の
第
九
”に「
み

ん
な
で
第
九
を
」
合
唱
団
と
し
て
参
加
申

込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
「
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
さ
ん
ご
う
」
で

は
今
後
、「
ウ
ク
レ
レ
教
室
」「
ペ
ン
習
字

教
室
」「
水
彩
画
教
室
」
の
開
講
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
講
師
登
録
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
６
月
10
日（
火
）～

　

７
月
31
日（
木
）

　
（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※�

６
月
22
日（
日
）お
よ
び
７
月
27
日（
日
）

の
休
館
日
を
除
く
。
登
録
を
希
望
さ
れ

る
方
、
お
問
い
合
わ
せ
は
三
郷
町
文
化

振
興
財
団　

杉
村
ま
で
。

●
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
芸
術
祭
美
術
展
開
催
の
た

め
、
次
の
施
設
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
９
月
４
日（
木
）
午
前
９
時
～

　

９
月
16
日（
火
）
午
後
９
時

　

展
示
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

②
９
月
11
日（
木
）
午
前
９
時
～

　

９
月
15
日（
月
）
午
後
９
時

　

文
化
ホ
ー
ル

③
９
月
14
日（
日
）
午
前
９
時
～

　

午
後
９
時

　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

④
９
月
４
日（
木
）
午
前
９
時
～

　

９
月
16
日（
火
）
正
午

　

研
修
室
１
、
研
修
室
２
、
研
修
室
３
、

　

会
議
室
、
音
楽
室
、
創
作
室
１

さ
ん
ご
う

演
歌
ま
つ
り
２
０
１
４

　
出
演
者
募
集
‼

「
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　

サ
ロ
ン
さ
ん
ご
う
」

 

講
師
登
録
を
募
集
し
ま
す

　

奈
良
県
で
は
重
度
視
覚
障
害
者
の
社
会

参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
自
立
生
活

に
必
要
な
各
種
訓
練
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　
象　

�

在
宅
で
重
度
視
覚
障
が
い
の
あ

る
方

内　
容　
歩
行
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

�

日
常
生
活
動
作
・
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
操
作
に
関
す
る
訓
練

　
　
　
　

※�

訓
練
時
期
は
利
用
者
と
の
間

で
調
整
し
、
日
数
は
、
奈
良

県
が
決
定
し
ま
す
。

受
付
期
間　
６
月
30
日（
月
）ま
で
。

　

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
や
、
お

申
し
込
み
は
役

場
・
福
祉
政
策
課

（
☎
43
︱
７
３
２

２
）
ま
で
。 お

詫
び
と
訂
正

　

広
報
さ
ん
ご
う
５
月
号
の
10
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
旭
堂
南
陵
の
『
水
戸
黄
門
漫
遊

記
』
講
談
会
に
つ
い
て
、
記
載
事
項
に
誤

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
お
詫

び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
）　
と
き　

午
後
１
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

（
誤
）　
と
き　

午
後
１
時
開
場

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．23

「
み
ん
な
で

第
九
を
」

コ
ン
サ
ー
ト

「
み
ん
な
で

第
九
を
」

コ
ン
サ
ー
ト

特
別
編
成

合
唱
団
員

を
募
集

平
成
26
年
度

「
中
途
失
明
者
等
生
活
訓
練
事
業
」

申
込
み
を
受
付
け
ま
す
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ナ
ス
15
℃
以
下
に
保
つ

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
詰
め
す
ぎ
な
い

下

準

備

ポ
イ
ン
ト
３

・
調
理
の
前
に
石
け
ん
で
手
を
洗
う

・
野
菜
は
流
水
で
き
れ
い
に
洗
う

・�

肉
や
魚
な
ど
の
肉
汁
が
、
果
物
や
サ
ラ

ダ
な
ど
生
で
食
べ
る
も
の
や
調
理
の
済

ん
だ
も
の
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

・
生
肉
や
魚
、
卵
を
触
っ
た
ら
手
を
洗
う

・�

包
丁
や
ま
な
板
は
肉
用
、
魚
用
、
野
菜

用
と
別
々
に
使
い
分
け
る
と
安
全

・�

冷
凍
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵
庫
や
電
子
レ

ン
ジ
を
利
用
し
、
自
然
解
凍
は
避
け
る

・�
冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
冷

凍
や
解
凍
を
繰
り
返
さ
な
い

・�

使
用
後
の
ふ
き
ん
や
タ
オ
ル
は
熱
湯
で

煮
沸
し
た
後
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
る

・�

使
用
後
の
調
理
器
具
は
洗
っ
た
後
、
熱

湯
を
か
け
て
殺
菌
す
る
（
特
に
生
肉
や

　

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
食
中
毒
と
い
う
と
、
外
食
や
集
団

で
の
飲
食
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
す
る
危
険
性
が
た
く
さ

ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

食
中
毒
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
食
べ
物
に
付
着
し
、
体
内
へ
侵
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
細
菌
な
ど
を
食
べ
物
に
「
つ

け
な
い
」、
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌
を
「
増
や
さ
な
い
」、
食
べ
物
や
調
理
器
具
に
付
着
し

た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
「
や
っ
つ
け
る
」
と
い
う
3
つ
の
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

食
品
の
購
入

ポ
イ
ン
ト
１

・�
消
費
期
限
を
確

認
し
、
肉
や
魚

な
ど
の
生
鮮
食

品
や
冷
凍
食
品

は
最
後
に
買
う

・�

肉
や
魚
な
ど
の
肉
汁
が
他
の
食
品
に
付

か
な
い
よ
う
に
分
け
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
る

家
庭
で
の
保
存

ポ
イ
ン
ト
２

・�

冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、
帰
宅

後
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
保
管

・�

肉
や
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
に
入

れ
、
他
の
食
品
に
肉
汁
な
ど
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る

・�

肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
取
り
扱
う
と
き
は
、

取
り
扱
う
前
と
後
に
必
ず
手
指
を
洗
う

・�

冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ

魚
を
切
っ
た
ま
な
板
や
包
丁
）。
台
所

用
殺
菌
剤
の
使
用
も
効
果
的

調

理

ポ
イ
ン
ト
４

・
調
理
の
前
に
手
を
洗
う

・�

肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
。
中
心
部
を

75
℃
で
1
分
間
以
上
の
加
熱
が
目
安

食

事

ポ
イ
ン
ト
５

・�

食
べ
る
前
に
石
け
ん
で

手
を
洗
う

・�

清
潔
な
食
器
を
使
い
、

作
っ
た
料
理
は
、
長
時

間
、
食
卓
に
放
置
し
な

い

残
っ
た
食
品

ポ
イ
ン
ト
６

・
残
っ
た
食
品
を
扱
う
前
に
も
手
を
洗
う

・
清
潔
な
容
器
に
保
存
す
る

・
温
め
直
す
と
き
も
十
分
に
加
熱

・�

時
間
が
経
ち
す
ぎ
た
も
の
や
、
あ
や
し

い
と
思
っ
た
も
の
は
食
べ
ず
に
捨
て
る

　

お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
は
、
原
因
物
質

を
排
除
し
よ
う
と
い
う

体
の
防
御
反
応
で
す
。

市
販
の
下
痢
止
め
な
ど

の
薬
を
む
や
み
に
服
用

せ
ず
に
、
早
め
に
医
師

の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　20歳以上の方を対象に、骨密度
測定を行います。若いうちから自

分の骨の状態を知ることは、正しい生活習慣を身
につけるきっかけとなります。ぜひご利用くださ
い。
と　き　７月７日（月）午前９時30分～11時
ところ　保健センター
持ち物　健康手帳（お持ちでない方は当日発行）
費　用　100円（70歳以上の方は無料）
※お申し込みは、事前に保健センターまで。

食
中
毒
予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

食
中
毒
か
な
と
思
っ
た
ら
…

骨密度測定

駐車場には限りがありますので、お車での
来場はご遠慮ください。

保健センター　☎43-7324保健センター　☎43-7324

元気の

ページ
元気の

ページ
元気の

ページ
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特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、健
康
診
査（
問

診
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・
診
察
・
身
体

計
測
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
）
を
行
い
ま

す
。

　

ご
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
１
年

に
１
回
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
対
象
の
方
に

は
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
と
医
療

機
関
で
の
個
別
健
診
、
ど
ち
ら
か
を
お
選

び
く
だ
さ
い
。

個
別
健
診

　

三
郷
町
内
の
医
療
機
関
（
奈
良
県
西
和

医
療
セ
ン
タ
ー
は
不
可
）
お
よ
び
県
内
の

指
定
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

直
接
、
医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

集
団
健
診

と　
き　
６
月
19
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
10
時

　
　
　
　

６
月
30
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
10
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

料　
金　
７
０
０
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

定　
員　
70
人

※�

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

切
り
ま
す
。

　

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
在
庫
が
無
く

な
り
次
第
販
売
が
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
末
頃
に
は
接
種
が
で
き
な
い
状
況

と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
は
な
く
、
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
で
接
種
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
三

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
中
止
と
な
る
前
に
、

で
き
る
だ
け
早
く
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が

販
売
中
止
に
な
り
ま
す

と　
き　
６
月
27
日（
金
）
午
前
９
時

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
集
合

※�

今
月
は
実
施
日

が
30
日
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

コ
ー
ス　

�

保
健
セ
ン
タ
ー
→
東
信
貴
ケ
丘

→
竜
田
川
駅
→
プ
リ
ズ
ム
平
群

→
道
の
駅
→
平
群
三
里
→
東
信

貴
ヶ
丘
→
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
所
要
時
間
約
２
時
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
，０
０
０
歩
）

持
ち
物　
お
茶
な
ど
の
水
分

※�

雨
天
中
止
で
す
。
な
お
、
当
日
判
断
し

に
く
い
天
候
の
時
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳 幼児健診にご参加を

育 児教室です

※申込不要

※お子さんの成長ぶりを知るよい機会です ( 健診の番号札は、午後1時から配布します )。
※対象の方で健診を欠席される場合は必ず保健センターまでご連絡ください。

日　程 時　　間 内　　　　　容 申込／定員

6月6日㈮ 14：00～
15：30

ベビーマッサージ
3～6か月のお子さんが対象です。お子さんとの
スキンシップを楽しみましょう。
持ち物：バスタオル、お茶などの水分

必要／15人

7月11日㈮ 10：00～
11：30

やってみよう！赤ちゃん体操
月齢に応じた体操でタッチや歩行を促します。
対象：5～10か月のお子さんとその保護者
持ち物：バスタオル、お茶などの水分

必要／15人

日　程 時　間 対象児 対象児の出生日 持ち物
6月3日㈫

13：30～14：30

３歳６か月児 H22.10.1～ H22.12.10
母子手帳・バスタオル
（6月3日は①問診票と
早朝尿を、7月8日は
①とアンケートをご持
参ください。）

6月10日㈫ 10か月児 H25.6.27～ H25.8.17

6月17日㈫ 4か月児 H26.1.22～ H26.3.14

7月1日㈫ 7か月児 H25.10.9～ H25.11.30

7月8日㈫ １歳６か月児 H24.11.10～ H24.12.20

※同時に育児相談を希望される方は、事前に保健センターへお申し出ください。

が ん検診を行います

※検診の番号札は、受付開始30分前からお渡しします。
※ 大腸がん検診は採便による便潜血検査です。事前に保健センターへ検体容器を取りに来
てください。
※ 胃検診・子宮がん検診・乳がん検診（視触診・マンモグラフィ併用）は指定医療機関で
も受けることが可能です。保健センターで受診票を発行しますので、事前にお申し出く
ださい。
※前立腺がん検診・肝炎ウイルス検査は町内の医療機関で受診できます。
※70歳以上の方は無料です。
※がん検診は、年間を通じてお申し込みできます。

日　程 検診名 時　間 対象年齢 料　金 申込／定員 持ち物

6月12日㈭
胃 検 診

8：30～10：00

35歳以上
の方 500円 必要／

各85人
健康手帳（お
持ちでない場
合は検診当日
に発行しま
す）
乳がん検診は
バスタオルも
必要です。

肺 が ん
検　　診

40歳以上
の方 無料

6月18日㈬ 大腸がん
検　　診 9：00～10：00 40歳以上

の方 200円 不要／
なし

6月25日㈬

乳 が ん
検　　診 8：30～10：00

40歳以上
の女性 1,500円 必要／

80人
子宮がん
検　　診

20歳以上
の女性 400円 必要／

80人

検診は１年度（４月～翌年３月）に１度受診できます（乳がん検診は２年に１度です）。
定員になり次第締め切ります。お早めにお申し込みください。

☆いずれも保健センターで行います。

●	

6
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー	

●
・
健
脚

コ
ー
ス
・

平
群
の
道
の
駅
ま
で

ぶ
ら
っ
と
お
で
か
け
し
ま
せ
ん
か
？
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６
月
の
お
は
な
し
会

と　
き　
１
日･

８
日･

15
日
・
22
日
・
29
日　

の
日
曜
日

　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分　

②
午
前
11
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
お
は
な
し
ル
ー
ム

　

絵
本
や
紙
芝
居
の
ほ
か
、
②
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
ろ
う
そ
く
の
灯
り
の
中
で

の
話
）
を
行
い
ま
す
。

①
小
さ
い
お
子
さ
ん
向
け(

３
歳
位
か
ら
）
※
保
護
者
の
方
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

②�

大
き
い
お
子
さ
ん
向
け(

５
歳
位
か
ら
）
※
一
人
で
お
話
が
聞
け
る
お
子
さ
ん
が
対
象
の

た
め
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
土
曜
の
午
後
の
お
は
な
し
会

と　
き　
６
月
28
日（
土
）
午
後
２
時

と
こ
ろ　
お
は
な
し
ル
ー
ム

内　
容　
絵
本
・
紙
芝
居
、
折
り
紙
な
ど

　

ギ
タ
ー
と
マ
ン
ド
リ
ン
の
音
色
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
28
日（
土
）
午
後
４
時

と
こ
ろ　
お
は
な
し
ル
ー
ム
前

演　
奏　
ギ
タ
ー･

マ
ン
ド
リ
ン･

　
　
　
　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル･

　
　
　
　

ブ
ル
ー
ス
カ
イ

　

町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、通
常
の
土
・

日
曜
日
に
加
え
、
次
の
期
間
も
生
涯
学
習

室
を
開
室
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期　
間　
６
月
23
日（
月
）～

　
　
　

７
月
１
日（
火
）（
休
館
日
を
除
く
）

時　
間　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分

※
日
曜
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

※�

ご
利
用
前
に
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

♬ 

フ
ロ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

♬

日 月 火 水 木 金 土
は
休
館
日
で
す
。

 1 2 3 4 5 6 7 
 8 9 10 11 12 13 14 
 15 16 17 18 19 20 21 
 22 23 24 25 26 27 28 
 29 30

６月

23
30

23
31

24
31

24
31

23
30

24
31

24
31

24
31

24
31

23
30

23
30

図書館カレンダー

（休館日）�•毎週水曜日
� •２日（月）－館内整理日

〒636-0812　三郷町勢野西1-4-4（近鉄信貴山下駅前）

　TEL 33-3030　FAX 33-3188

　ホームページ　http://www.lib.sango.nara.jp/
　ホームページ（携帯）http://www.lib.sango.nara.jp/mobile/

開館時間　●月～土曜日　　　　　午前9時30分～午後7時
　　　　　●日曜日　　　　　　　午前9時30分～午後5時

みんなの図書館みんなの図書館みんなの図書館

と　き：午後２時（開場午後１時30分）
ところ：視聴覚室

•７日（土）「釣りバカ日誌２｣
	 97分（1989年）
　　監督：栗山　富夫
　　出演：西田　敏行、三國　連太郎、石田　えり

•14日（土）「恋文」
	 96分（1953年）白黒
　　監督：田中　絹代
　　出演：森　雅之、久我　美子、宇野　重吉

•21日（土）｢赤ちゃん教育」
	 102分（1938年）白黒
　　監督：ハワード・ホークス
　　出演：ケイリー・グラント

•28日（土）｢私が棄てた女｣
	 116分（1969年）白黒
　　監督：浦山　桐郎
　　出演：河原崎　長一郎、小林　トシエ、
　　　　　浅丘　ルリ子

６月の上映会 入 場 料無
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ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

予
約
多
数
の
た
め
、
次
の
本
を
お
持
ち

で
不
要
に
な
ら
れ
た
方
は
、
図
書
館
へ
ご

寄
贈
く
だ
さ
い
。

｢

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
風
太
郎｣

�

万ま

き

め
城
目　

学

｢

豆
の
上
で
眠
る｣�

湊　

か
な
え

「
祈
り
の
幕
が
下
り
る
時
」�
東
野　

圭
吾

「
ペ
テ
ロ
の
葬
列
」�
宮
部　

み
ゆ
き

「
村
上
海
賊
の
娘
（
上
）（
下
）」

�

和
田　

竜

「
人
生
が
ラ
ク
に
な
る
7
つ
の
方
法
」

�

Ｄだ

い

ご

ａ
ｉ
Ｇ
ｏ

　

７
か
月
児
健
診
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
の
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
７
月
１
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
以
降

と
こ
ろ　
図
書
館
窓
口

対　
象　

�

７
か
月
児
健
診
対
象
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
の
方

※�

当
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
受
付
で
引
換
券

受
け
取
り
、
図

書
館
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
年

度
内
有
効
）

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止

　
　
　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
現
状
】

○�

不
法
滞
在
者
と
は
「
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト

や
密
航
船
な
ど
で
不
法
に
入
国
す
る

者
」、「
在
留
期
間
を
超
え
て
日
本
に
滞

在
す
る
者
」
を
指
し
、
そ
の
多
く
が
働

い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

○�

不
法
滞
在
者
や
、
働
く
こ
と
が
認
め
ら

れ
な
い
在
留
資
格
の
人
が
働
く
こ
と

は
、
不
法
就
労
活
動
に
な
り
ま
す
。

○�

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
す
る
外
国
人
の

存
在
は
、
労
働
面
だ
け
で
な
く
、
風
俗
・

治
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

○�

不
法
滞
在
者
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
化
し
、

犯
罪
を
犯
す
こ
と
が
増
え
、
入
国
・
滞

在
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
偽
装
結

婚
や
偽
装
認
知
等
の
事
案
も
あ
り
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

○�

働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
な
い
外
国
人

を
雇
っ
た
事
業
主
や
不
法
入
国
を
援
助

し
た
人
は
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○�

外
国
人
の
雇
用
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト

や
在
留
カ
ー
ド
等
を
見
て
在
留
資
格
や

在
留
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
者
の
情
報
を
見

聞
き
さ
れ
た
方
は
、
西
和
警
察
署(

☎
72

︱
０
１
１
０)

ま
で
。　

（
西
和
警
察
署
）

こんな　　が届きました
（４月末現在）

「全国「一の宮」めぐり」	 岡田　莊司
「大和路の謎を解く」	 関　裕二

「ニッポンの長寿食」	 栗原　毅
たけし

「たれ・ソースの黄金比レシピ345」	 主婦と生活社／編
｢空想工房の絵本｣	 安野　光雅
｢映画から見える世界｣	 上野　千鶴子
「直木賞受賞エッセイ集成」	 文藝春秋／編
「新しいおとな」	 石井　桃子
「「わたし」は「わたし」になっていく」	 落合　恵子
「ソナチネ」	 小池　真理子
「醒めながら見る夢」	 辻　仁成

「私に似た人」	 貫
ぬく

井
い

　徳
とくろう

郎
「ただ一人の幻影」	 森村　誠一

「未来を生きるきみたちへ」	 鎌田　實
みのる

「ややこしや」
	 NHK　Eテレ「にほんごであそぼ」制作班／編
「クグノビックリバコ」	 いとう　ひろし
「にげだしたファングをさがせ！｣
	 マージョリー・Ｗ．シャーマット
「あっ・ほっ｣	 五味　太郎
「どんぐり」	 エドワード・ギブス

一　
　
般　
　
書

児　
童　
書

４月の
受付予約
Best

10
　　　　　　１．｢村上海賊の娘　上巻」	 和田　竜
　　　　　　２．｢村上海賊の娘　下巻｣	 和田　竜
　　　　　　３．｢豆の上で眠る」	 湊　かなえ
　　　　　　４．｢仮面同窓会｣	 雫井　脩介
　　　　　　５．「収納をカエテミル｣	 川上　ユキ
６．｢欲と収納｣	 群　ようこ

７．｢ずさんな家計を整えました。｣	 上
かみおおおか

大岡　トメ
７．「出好き、ネコ好き、私好き｣	 林　真理子

９．｢カレイドスコープの箱庭｣	 海堂　尊
たける

９．「さいごの毛布」	 近藤　史恵
９．「白ゆき姫殺人事件」	 湊　かなえ

お
持
ち
の

　
　
を
寄
贈
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

み のん な

図 書 館
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三郷町芸術祭美術展
出展作品募集

　９月11日（木）から14日（日）まで、
文化センターで開催を予定している
「第27回芸術祭美術展」に出展して
いただける作品を募集します。
対　象　�15歳以上の方（一人一部

門２点以内で未発表の作品
に限る）

出品料　１点につき１０００円
申込期間　８月１日（金）～22日（金）
　　※�土・日曜日を除く午前９時～

午後５時
申込先　�生涯学習課（申込用紙は生

涯学習課および文化セン
ターで配布します）

※規格以外の作品は受付できません。
※�写真は合成など著しい加工を施し
た作品の応募はできません。

※水彩画は、洋画部門に含まれます。
※�全部門の額装においてガラス板の
使用は禁止とします。

　（生涯学習課）

子育て支援センター
ター「ちぃすてっぷ」（☎31―6639）
まで。
※�専用駐車場は台数に限りがありま
す。なるべく公共交通機関等をご
利用ください。なお、役場前駐車
場は来庁者用となりますので、駐
車はご遠慮ください。

「ぴよぴよ」

☆ぴよぴよクラブ
と　き　①６月３日（火）
　　　　午前10時～午前11時30分
（保育士と遊ぼう）
内　容　�シール遊び（貼ることを楽

しもう！）
と　き　②６月17日（火）
　　　　午前10時～午前11時30分
内　容　�新聞紙遊び（丸めたりや

ぶったりしてあそびまず！)
ところ　�西部保育園　ホール及び園

庭
対　象　�０歳から就学前のお子さん

と保護者の方
（どなたでもご参加いただけます！）

☆ぴよぴよ広場
と　き　月～金曜日
　　　　（木曜日、祝日を除く）
（施設開放）午前９時～午後２時
ところ　西部保育園・プレイルーム
対　象　�０歳から就学前のお子さん

と保護者の方
※�看護師による、子育て相談、第２・
第４水曜日はベビーマッサージを
しております。ぜひお越しくださ
い！
　お問い合わせは、西部保育園（☎
73―7634) まで。

「ちぃすてっぷ」
対　象　�町内在住の就学前までのお

子さんと保護者の方
開館日　月～金（祝日を除く）
　　　　午前10時～午後３時
※�６月30日（月）は、館内清掃のた
め休館します。
※事前の利用申込は不要です。
※�必ず保護者の方と一緒にお越しく
ださい（お子さんだけの利用はで
きません）。

６月の行事
「親子音楽リトミック」
とき　６月９日（月）
　　　第１部（１歳）
　　　午前10時15分～午前10時55分

　（10時受付開始）
　　　第２部（２歳以上）
　　　午前11時20分～正午

　（11時10分受付開始）
講師　多田三保子先生
　　　土井万寿美先生
　（ＳＧＣフィットネススタジオ）

持物　タオル・飲み物
※�参加される方はジャージ等の動き
やすい服装で来てください。

「６月のお誕生日会」
とき　６月27日（金）
　　　午前11時30分～正午
※�お誕生月でないお子さんも参加し
ていただけます。
※「親子音楽リトミック」・
　�「お誕生日会」共に事前申込は不
要です。
　お問い合わせは、子育て支援セン

部門 大きさ・表装ほか

陶　芸
〔大きさ〕　�３辺（高さ・幅・奥行き）

の和が150㎝以内。1人で
持ち運びができるもの。

写　真

〔大きさ〕　半切 (35.6×43.2㎝ )
　　　　　Ａ３ノビ（32.9×48.3㎝）
〔表　装〕　額半切（50.5×58.5㎝）
　　　　　額Ａ３ノビ（48.2×63.6㎝）

書　芸
（かな）
（漢字）

〔大きさ〕　35×45㎝～35×135㎝
　　　　　縦横問わず
〔表　装〕　�軸表装、または額 ･パネ

ル張りとすること。
　　　　　※�楷書での釈文を添付し

てください。

洋　画
日本画

〔大きさ〕　10号～30号
〔表　装〕　�額装または枠張りとする

こと。
　　　　　�（なるべく軽い額を使用

してください）
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期限内に納税を
　平成26年度の町民税・県民税、国
民健康保険税の第１期の納期限は、
６月30日（月）です。納め忘れのない
よう、納税はお早めにお願いします。

　（税務課・保険課）

役場ではエコスタイルを
実施しています

　省エネルギーによる地球温暖化防
止のため、５月１日から10月31日ま
で、全庁において「夏のエコスタイ
ル」を実施しています。みなさんの
ご理解とご協力をお願いします。
○冷房は、おおむね28℃とします。
○�職員は、暑さをしのぎやすい軽装
（ノー上着・ノーネクタイ）で勤
務します。また、ミサトっ子も可
としています。　　　　（総務課）

高齢者のんびりサロン
（たんぽぽの家）開設

　「外出をしたくても機会がない」
という方のために、「のんびりサロ
ン」を開設します。おしゃべりをし
たり、物を作ったり楽しんでみませ
んか？
と　き　毎月第３木曜日10時～正午
ところ　福祉保健センター
費　用　200円＋別途材料費
定　員　６人（申込者先着順）
申　込　�６月４日（水）～６月11日

（水）まで三郷町地域包括支
援センターの窓口または電
話（☎34―0035）にて受付。

※�町内在住の70歳以上で介護認定を
受けておられない方。
　�現在、スッキリ教室・介護予防教
室に参加されていない方。
※�歩いてくるのが困難な方は、送迎
させていただきます。
年間行事予定
　絵手紙・習字・外出・料理・園芸
　茶道・フォークダンス・カラオケ
　テーブルゲーム　他

家族のための認知症介護教室
～認知症の本人と家族が自分らしく

　生活するために～
　認知症介護をスムーズにするに
は、知恵や知識が必要です。そこで、
専門職や介護経験者によるお話、意
見交換などにより、認知症を正しく
理解し、介護について学びましょう。
と　き　６月26日（木）
　　　　10時～11時30分
　　　（１時間講話・30分意見交換）
ところ　福祉保健センター
講　師　ハートランドしぎさん
　　　　関本太志氏
定　員　20人
申　	込　三郷
町地域包
括支援セ
ンターの
窓口また
は電話（☎34―0035）にて受付。

お詫びと訂正お詫びと訂正
　５月号広報と共にお配りしました
時刻表の奈良交通〈王寺駅（北口）発〉
NO.36のイーストヒルズ勢野循環の
路線は廃止となっております。誤表
示に対し、お詫びし訂正いたします。

　（人権施策課）

身体障害者補助犬の
利用者を募集

　奈良県では、身体障害者の自立と
社会参加の促進のため、身体障害者
補助犬の貸与を実施します。
（対象者）
盲導犬：視覚障害１級の方
介助犬：�肢体不自由１級または２級

の方
聴導犬：聴覚障害２級の方
　お申し込みは、６月30日（月）ま
でに、福祉政策課へ所定の用紙を提
出してください。
※�貸与については
さまざまな条件
があります。詳
しくは福祉政策
課（☎43―7322）
まで。

奈良県高齢者美術展
出展作品を募集

　８月29日（金）から奈良県文化会
館で、「第43回奈良県高齢者美術展」
が開かれます。
　この美術展に出品を希望される町
内在住の60歳以上の方の作品を募
集します。
種目	　日本画・洋画・書・工芸・手
芸・写真の中から１種目につき
１人２点（未発表のものに限る）

出品料　１点　1,000円
※�出品を希望される方は、６月30日
（月）までに、福祉保健センター内・
健康課までお申し込みください。
※�出品規定など、詳しいお問い合わ
せは、健康課（☎内線475）まで。

　４月16日（水）・17日（木）に、町
内11ケ所で「狂犬病予防集合注射」
が行われました。ワンちゃん達は注
射を目の前にして、少し緊張しなが
らも我慢をしてくれました。
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▲現在の南畑歌舞伎芝居小屋跡

町民憲章
	 豊かな自然の光に親しみ　先人の歩みに学びながら
	 わたくしたち　三郷町民は　かたく手をとりあって
	 かおりたかい教育と文化の町づくりにはげみます

　一　自然と歴史をたいせつにして
　　　　　　明るく美しい環境をそだてます
　一　たがいの人権をまもり
　　　　　　理解と協調のきずなをふかめます
　一　教養の向上につとめ
　　　　　　豊かで高い人間性をやしないます
　一　心のふれあいをとおして
　　　　　　温かい助けあいの輪をひろげます
　一　スポーツに親しみ
　　　　　　健康にはたらく家庭をつくります
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町の木  もみじ

町の花  ひまわり

人　口　23,216人（＋50人）
　男　　11,005人（＋₂人）
　女　　12,211人（＋48人）
世帯数　10,164世帯（＋60世帯）
面　積　8.80km2

平成26年５月１日現在住民基本台帳調

（　　）は前月比町のうごき

環境保全への取り組みを奨励し、
環境にやさしい「大豆油インキ」を使用
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